
 

国 際ロータ リー会長：グレンＥ．エステス（米国） 

第２５６０地区ガバナー：横 山 芳 郎（新潟） 

第四分区アシスタントガバナー：細 井 増 雄（三条） 

会長 石 山 荘 一  幹事 佐々木 常 行  ＳＡＡ 丸 山 征 夫 

三条南ロータリークラブ事務局 三条市旭町２－５－１０（三条信用金庫本店内） 

    TEL：35-3477 FAX：32-7095 e-mail：info@sanjo-minami.jp 

                              ※メールアドレスが変わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出席率】 会員６４名中５２名 

【先々週出席率】 ９３．４４% 

【先週のメークアップ】 

    １２／２１ 三条北ＲＣへ   天田 匡君、野崎正明君、滝口恵介君、坪井正康君 

    １２／２２ 三条ＲＣへ    野崎正明君 

    １２／２４ 吉田ＲＣへ    馬場茂夫君 

 

 

 

【会長挨拶】    石山 荘一 会長       

今年最後の挨拶をさせていただきます。早いものであと残

り５日で２００４年も終わる訳ですが、今年はいろんな事が

ありました。来年こそは良い年であってほしいと願います。 

先週は親睦委員会主催の忘年家族会、大人の雰囲気の中ジャ

ズを聴きながら楽しい一夜を過ごさせていただき大変有難う

ございました。皆さんは如何でしたでしょうか。 

去る１８日に３クラブ会長、幹事が集まり、「ロータリー１

００周年を祝う会」の件について協議致しました。ガバナー

は各クラブに自主的に任せると言っておられ、三条地区としましては３クラブ合同で祝う会を開催

してはどうかと協議の結果、２月８日（火）１８：３０からＶＩＰで開催することに決定致しまし

た。ご報告させていただきます。 

2004 年 12 月 27 日 第 1,728 回 

本年度 第２１回例会 

ロータリーを祝おう 
100 年の歩み 

2004-2005 



今年を締めくくる最後の卓話は松崎孝史さんです。楽しみにしております、よろしくお願い致し

ます。 

皆さんどうぞ良いお年をお迎え下さい。来年もよろしくお願い申し上げます。 
 
 
 
 

 

               佐々木常行幹事 

 

○国際ロータリー日本事務局経理室から ロータリーレート変更のお知らせ 

 ２００５年 １月より １ドル 現行１０４円 → １０２円 

 

○横山ガバナー事務所より  

２００５年国際ロータリー年次大会（シカゴ大会）参加旅行のお誘い 

 Ａコース  ２００５年 ６月１６日（木）～２１日（火） 

       「ニューヨーク・シカゴ ６日間」       ３８５，０００円 

 Ｂコース  ２００５年 ６月１５日（水）～２１日（火） 

       「ニューヨーク・ナイアガラ・シカゴ ７日間」 ４４５，０００円 

 Ｃコース  ２００５年 ６月１６日（木）～２３日（木） 

       「ニューヨーク・シカゴ・シアトル ８日間」  ４９８，０００円 

 

○横山ガバナー事務所・義援金使途検討委員会より「ロータリー義援奨学金」についての 

お知らせ 

   ロータリー義援奨学金について 

 ・事業目的  

  今年新潟県を襲った７・１３水害及び中越地震により被災した家庭の中学生・高校生の学費の

一助として奨学金を無償供与する 

 ・対象者 

  被災した年収 300 万円未満の家庭の中学生・高校生 

  ※他の補助金・奨学金等を受けていてもかまわない 

 ・事業資金 

  今回の災害にあたり日本全国のロータリークラブより寄せられた義援金のうちの 3,000 万円 

 ・奨学金額 

  一人当たり 20 万円（150 人程度） ※1家庭何人でもかまわない 

 ・申請方法 

① 申請書類 

奨学金申請書 罹災証明 年収を証明するもの 学生証などのコピー 

② 受付窓口 

三条 三条南 三条北 見附 栃尾 長岡 長岡東 長岡西 柏崎 柏崎東 

柏崎中央 十日町 十日町北 小千谷 各ロータリークラブ 

幹 事 報 告 



③ 申請期間 

2005 年 1 月 5 日より受付開始 予定額を超えた時点で〆切 

④ 奨学金振込み 

3 月中旬ころ 

 

 

 

 
～１２月２７日￥３３，０００ 今年度累計￥６２２，５６０～ 

 

石山君    今年も終わりです。早く春が来ることを楽しみに願っています。 

佐々木君   松崎会員、本日の卓話「心の旅」楽しみにしています。星野 BOX 担当ご苦労様です。 

佐藤（栄）君 今度は巨大津波。最後の最後まで気が抜けない今年です。 

馬場（一）君 海外旅行よろしくお願いします。 

吉田（衛）君 南クラブのホームページが出来ました。正月よりご覧になれます。アドレスは週報

に記載してあります。今後益々充実したホームページにして行きたいと思っており

ます。ご協力よろしくお願い致します。 

吉田（秀）君 足腰の冷えのため温泉でも行きたいと思っていましたが、社員が一生懸命仕事をし

ているのを見て我慢しています。 

大原君    昨日友人と餅つきをして 17 臼をつきました。体の隅々が痛いです。 

嘉瀬君    遂に雪が降って来ました。松崎さんどんな旅の話が聞けるか楽しみにしています。 

若井君    松崎さん 待ってました！ 今年のおおとりです。卓話頑張って下さい。 

荒澤君、木原君、熊倉君、佐藤（秀）君、鈴木（圀）君、田代君、田中（悌）君、西野君 

野崎君、広岡君 

松崎さん、卓話ご苦労様です。楽しみにしています。 

田中（久）君 災いを転じて福と為す新年でありますよう念じております。皆さんどうか良いお年

を！ 

西巻君    今年最後の例会となりました。一年間お世話になりました。 

武藤君    今年もお世話になり有難うございました。 

永桶君    不況の中、今年も終わりになりました。来年はよくなりますように。 

大久保君   今年はいろいろなことがあって大変な一年でした。来年は良い年であることを祈念

しＢＯＸに協力します。 

船久保君   今年一年大変お世話になりました。 

目黒君    今年もあとわずか、来年は良い年でありますように。 

野中君    Ｈ１６年最後の例会です。来年も良い年でありますように！！ 

安達君、佐藤（嘉）君、滝口君、平松君、丸田君 

皆様良い年をお迎え下さい。ＢＯＸに協力致します。 

星野君    松崎さん卓話ご苦労さまです。 

お世話になりました。来年もよろしくお願い致します。 



 
 

【会 員 誕 生】  

１日・・飯山勝義君          １日・・馬塲信彦君 

２日・・坪井正康君          ３日・・平松修之君           

５日・・野中 悟君          ７日・・草野恒輔君 

８日・・丸田肇一君         １１日・・佐藤 譲君 

 １１日・・田中正佐久君        １４日・・佐藤秀夫君 

 ２５日・・吉田 衛君 

             

【御夫人誕生】   

１日・・吉田スミエ（秀治）さん    ２日・・荒澤政子（威彦）さん   

２日・・田中秀幸（悌司）さん     ３日・・馬塲淑子（信彦）さん  

  ４日・・馬場和子（茂夫）さん     ７日・・佐藤政子（栄祐）さん 

 １０日・・永桶シイ（栄資）さん    １１日・・天田敏子（匡）さん 

 ２３日・・星野敏江（健司）さん    ２６日・・鈴木美佐子（幸一）さん 

 

 

★ おめでとうございます 

 
 
 
 
 
 

 

「心 の 旅」         松崎孝史会員     

中学の音楽の時間である。担当の水野英二先生が滝廉

太郎の「荒城の月」を原曲でピアノを弾いてくれたこと

を覚えている。私たちが学校で習う「荒城の月」は編曲

されたものである。その部分とは、『春高楼の花の宴』

である。原曲では、宴の部分がファの♯となっているが、

現行では♯がなくなっているのである。 

当時はレコードも全て編曲での録音となっていたため

原曲を聞くことは自分でピアノを弾いてみるしかなか

った。あるきっかけで原曲を聞けるという話を聞いた。

それは大分県の「豊後竹田駅」の電車の発車ベルというのである。大分県は遠く、行くのは難しい

と思っていたのだがどうしても聞きたいという思いが強くなり、今から１５年程前に行ってみた。

何だか不思議な気持ちになった。二時間程居ただろうか。 

今年は一年を振り返ってみるとこんなことがあったでしょう。イラクの人質事件、リコール隠し、

１ ２ 月 の お 祝 い 

卓 話 



鳥インフルエンザ事件などなど・・・。これらには共通して「自分の目的のためなら何をしてもよ

い」「企業のためなら何をしてもよい」という独り善がりな面があるような気がする。また、何が

グローバルで、何がスタンダードなのか分からなくなっている世の中になっているような気がする。 

本物を見て聞いたり出来るような人間になりたいものである。 

 孔子の言葉に「益者三楽」という言葉がある。意味は、良い人生を送るには、①良い友と交わる 

②勉強を楽しむ ③書を読む と私は解釈している。私はその中でも「書を読む」を心がけている。

簡単な小説なのであるが、西村京太郎をよく読む。その中に登場する刑事が「十津川刑事」である。 

小説の話ではないが、日本には「十津川村」と「新十津川町」という地名がある。一方は奈良県に、

一方は北海道にある。 

明治２２年８月のことである。十津川町に途轍もない集中豪雨が襲ったらしい。そこでは生活でき

なくなった約２５００名の村民が北海道の殖民計画で移住したらしい。最初は、十津川村からすぐ

に北海道に移住したのではなく、兵庫県の神戸での非難生活があってからのことだったらしい。神

戸でのもてなしも非常に温かく、十津川村の人たちは神戸を今でも忘れることの出来ない場所だと

言っている。それから約１００年、今度は神戸が震災を受けた。十津川村の人たちは我が身のよう

に復興に尽くしたらしい。もちろん新十津川町の人たちも同様である。十津川村には１０００年を

超える杉の木が多くある。さぞかし温かいのではないだろうか・・・。 

今年の７月１３日は忘れもしない水害がわが町を襲った。兵庫県の十津川村の人たちからの応援の

言葉、義援金などが三条市に送られた。私自身本当に温かく感じられた。 

 



 

 

 

 

 ＊１０月１１日～１３日来条されましたＧＳＥメンバーの方からお礼状が届きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

伝言板 

南ＲＣの皆様へ 


